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「質保証」のあり方
◦

 
従来型のシステムでは応えられない部分

◦
 

環境の変化によって生じたミスマッチ？

何が変化したのか？
◦

 
社会環境の変化（竹内洋[2003]）
◦

 
大学を取り巻く環境の変化

◦
 

情報環境の変化



ネット、ケータイの普及

情報行動の変化

コスト感覚の変化

情報の偏りの問題

具体的な情報入手の方法とは



検索



辞書サイト



Q&Aコミュニティ



レポート共有サイト



マスメディアのウェブ情報



RSSリーダー



キーワード抽出



「タダ」で手に入れられる情報の量的増大

有料情報提供サービスの苦戦
トラフィックの増大とB2Bモデルの限界
（山本一郎[2008]）



情報量の増大→単位時間当たりの処理情報の増大

情報の取捨選択が必要になる

インターネットの「カスタマイズ」テクノロジー

共有を通じた「集合知」の可能性

自分の見たいものだけを見る傾向
偏った意見が先鋭化する傾向（Sanstein[2001]）
見えないものは「存在しない」のと同じ
（鈴木謙介[2007]）



いまだネットは「詳しい人にお任せ」の世界
◦

 
ディジタル・ディバイドの拡大

◦
 

情報に対するコスト感覚の欠如

具体的スキルの教育ノウハウの不在
◦

 
理念ではなく、どのように情報を使うかというスキル

「必須スキル」についてのコンセンサスの不在
◦

 
陳腐化する知的ノウハウについてのコンセンサス？

「何ができるのか」を前提にした議論の必要性



関西学院大学
 

鈴木謙介


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

